英語科　３学年　2

	単元
の
目標
	これまでに学んだことを使って，世界で話されている言語について書かれたレポートの情報を読み取ったり，行ってみたい国とそこで話されている言語について伝え合って書いたりすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	２時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
･
2

	■単元の目標について理解する。
■これまでに学んだことを使って，世界で話されている言語について書かれたレポートの情報を読み取ったり，行ってみたい国とそこで話されている言語について伝え合って書いたりすることができる。
○受け身の文の形・意味・用法を理解し，あるテーマについて書かれた文章の内容を読み取ったり，行ってみたい国とそこで話されている言語について伝え合ったり書いたりする。
○行ってみたい国とそこで話されている言語について伝え合ったり書いたりするために，世界の言語について書かれた文章の情報を読み取る。
○単元終末の言語活動「将来行ってみたい国について話そう」
	
	○
	○
	②将来行ってみたい国について，インターネット等で情報を集めさせる。


単元名「Unit 0 Three Interesting Facts about Languages 」　学習指導要領の内容［（１），（２），（３）①イウエオカ，②］

	単元単元名「学び方コーナー① 語い・表現の増やし方」　学習指導要領の内容［（１）ウ］

の
目標
	英語の語彙や表現を増やすために，英語の語の仕組みや性質について知る。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1

	■単元の目標について理解する。
○英語の語彙や表現を増やすために，英語の語の仕組みや性質についての知識を活用する。
○言語活動「教科書を参考にして，他の単語を取り上げて語彙・表現を増やすためのレポートを作成しよう」
	○
	
	
	②１人１台端末を使ってレポートを作成させる。










	単元単元名「Unit 1 Sports for Everyone 」　学習指導要領の内容［（１）,（２）,（３）①イウエオカ,②］

の
目標
	これまでに経験したことに基づいて，相手に合ったプランを伝えることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	８時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1

	■単元の目標について理解する。
■これまでの経験について理解したり伝えたりするために，情報を整理して要点を捉えたり伝えたりすることができる。
○現在完了形（経験用法，平叙文）の文の形・意味・用法を理解し，これまでに経験したことについて理解したり即興で伝えたりする。
○これまでの経験について知るために，スポーツ競技などに関するアンケートのような英文を読んで要点を捉えたり，自分が経験したことについて即興で伝えたりする。
	
	
	
	

	2

	■相手のことを知るために，これまでの経験について，簡単な語句や文を用いて尋ねたり，相手からの質問に答えたりすることができる。単元名「Unit 1 Sports for Everyone 」　学習指導要領の内容［（１）,（２）,（３）①イウエオカ,②］

○現在完了形（経験用法，疑問文）の文の形・意味・用法を理解し，これまでの経験についての対話の内容を捉えたり，経験したことがあるかを即興で尋ねたり答えたりする。
○相手のことを知るために，これまでの経験について，簡単な語句や文を用いて尋ねたり，相手からの質問に答えたりする。
	
	
	
	

	3

	■お互いのことを知るために，これまでの経験について伝え合うことができる。
○現在完了形（経験用法）を用いた文の形・意味・用法を理解し，それらを活用して，これまでに経験したことについての話の内容を聞き取ったり，お互いの経験を伝え合って友達の経験について述べたりする。
	○
	
	
	

	4
･
5
	■スポーツが持つ力を理解するために，障がい者スポーツについて書かれた文章の概要を捉えたり，人の気持ちの変化についてやり取りしたりすることができる。
○SVOC（C＝形容詞）の文の形・意味・用法を理解し，人の気持ちや状態の変化について理解したり伝え合ったりする。
○スポーツが持つ力を理解するために，本文の概要を捉えたり，人の気持ちの変化について簡単な語句や文を用いてやり取りしたりする。
	
	
	
	

	6
･
7
	■人々を結び付けるスポーツの力について理解するために，障がい者スポーツを支える技術の進歩について書かれた文章の概要を捉えたり，伝えたりすることができる。
○SVOO（that節）の文の形・意味・用法を理解し，人やものが私たちに伝えることを理解したり表現したりする。
○人々を結び付けるスポーツの力について理解するために，障がい者スポーツを支える技術の進歩について書かれた文章の概要を捉えたり，簡単な語句や文を用いて話したりする。
	
	
	
	

	8
	■日本を訪れる外国人に楽しんでもらうために，その人の経験や希望を基に，日本滞在中のプランを考えて発表したり，メールを書いたりすることができる。
○単元終末の言語活動「夏休みに日本を訪れる３人の外国人中学生に滞在を楽しんでもらえるように，それぞれにぴったりのおもてなしプランを考えて提案しよう」
	○
	○
	○
	②インターネットでおもてなしプランを作るための情報を集めさせたり，１人１台端末を使っておもてなしプランのプレゼンテーションを行ったりさせる。


単元名「Unit 1 Sports for Everyone 」　学習指導要領の内容［（１）,（２）,（３）①イウエオカ,②］



	単元単元名「Let’s Write 1 有名人への手紙―ファンレター― 」　学習指導要領の内容［（１）ウ,（３）①ウカ］

の
目標
	気持ちを伝えるために，表現方法を工夫しながらファンレターを書くことができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1

	■単元の目標について理解する。
○手紙を書く際の基本的な構成や表現を理解し，好きな有名人などに向けて，自分の気持ちや感想を伝える手紙を書く。
○言語活動「好きな有名人などに自分の気持ちや感想を伝えるために，表現方法を工夫しながら，ファンレターを書こう」
	
	○
	○
	③自分の気持ちや感想を伝えるための表現を工夫させる。




	単元単元名「Let’s Listen 1 ディスカッション」　学習指導要領の内容［（１）ア,（３）①イエオカ］

の
目標
	ディスカッションを聞き，自分の意見を考えるために必要な情報を理解することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1

	■単元の目標について理解する。
○話の流れを示す語句の意味や働きを理解し，それらを活用して，ディスカッションを聞いて内容を聞き取る。
○言語活動「自分の意見を考えて述べるのに必要な情報を理解するために，修学旅行で行きたい場所についてのディスカッションを聞いて，要点を聞き取ろう。」
	
	○
	○
	③ディスカッションから要点を聞き取らせる。









	単元単元名「Unit 2 Haiku in English」　学習指導要領の内容［（１）,（２）,（３）①イウエオカ,②］

の
目標
	ずっと好きなことや，これまで取り組んできたことについて伝え合うことができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	８時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1

	■単元の目標について理解する。
■既に終えたかどうかを知るために，宿題などの状況について概要を捉えたり，即興で伝え合ったりすることができる。
○現在完了形（完了用法，平叙文・疑問文）の文の形・意味・用法を理解し，既に終えたことやまだ終えていないことについて理解したり伝え合ったりする。
○既に終えたかどうかを知るために，宿題などの状況について書かれた文章を読んで概要を捉えたり，自分がまだ終えていないことなどについて即興で伝え合ったりする。
	
	
	
	

	2

	■相手のことを知るために，住んでいる場所や期間などについて尋ねたり，相手からの質問に答えたりすることができる。単元名「Unit 2 Haiku in English」　学習指導要領の内容［（１）,（２）,（３）①イウエオカ,②］

○現在完了形（継続用法，平叙文・疑問文）の文の形・意味・用法を理解し，続いている状態やその期間についての対話の内容を捉えたり，簡単な語句や文を用いて即興で伝え合ったりする。
○相手のことを知るために，その場所に住んでいる期間などについて尋ね合ったり，自分のことを書いたりする。
	
	
	
	

	3

	■相手のことを知るために，今の状況や続いている状態について相手に尋ねたり，相手からの質問に答えたりすることができる。
○現在完了形（完了・継続用法）を用いた文の形・意味・用法を理解し，それらを活用して，今の状況や続いている状態についての対話の概要を聞き取ったり，情報を尋ね合って書いたりする。
	○
	
	
	

	4
･
5
	■海外でも愛される日本の伝統文化の魅力を知るために，日本の俳句について書かれた文章の概要を捉えたり伝えたりすることができる。
○現在完了進行形の文の形・意味・用法を理解し，現在まで続いている動作について理解したり伝え合ったりする。
○海外でも愛される日本の伝統文化の魅力を知るために，日本の俳句について書かれた文章の概要を捉えてやり取りしたり書いたりする。
	
	
	
	②動画サイトで英語俳句についての動画を視聴させる。

	6
･
7
	■言語や文化の違いについて理解するために，英語による俳句の書き方のルールについて書かれた文章から情報を読み取ったり，英語で俳句を書いたりすることができる。
○言語や文化の違いについて理解するために，英語による俳句の書き方のルールについて書かれた文章から必要な情報を読み取ったり，英語俳句を書いたりする。
	
	
	
	

	8
	■お互いの知らない一面を知るために，自分や相手が好きなことや取り組んできたことについて，尋ね合って答えたり，伝えたりすることができる。
○単元終末の言語活動「お互いの知らない一面を知るために，自分や相手が好きなことや取り組んできたことについて，尋ね合って答えたり，伝えたりしよう」
	○
	○
	○
	


単元名「Unit 2 Haiku in English」　学習指導要領の内容［（１）,（２）,（３）①イウエオカ,②］



	単元単元名「Let’s Talk 1 はじめての出会い―歓迎する― 」　学習指導要領の内容［（１）ウ,（３）①エ,②］

の
目標
	初対面の相手に配慮しながら，歓迎する気持ちを伝えることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1

	■単元の目標について理解する。
○初対面の場面で歓迎の気持ちを伝えられるように，相手の状況に配慮しながら言葉を掛けたり，相手に質問したり答えたりする。
○言語活動「初めて会ったＡＬＴと，歓迎の気持ちが伝わるように会話をしよう」
	
	○
	○
	④ＡＬＴ等の地域人材を活用する。




	単元
の
目標
	現在完了形と現在完了進行形を用いた文の構造・意味・用法を復習し，理解を確かめる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	２時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
･
2

	■単元の目標について理解する。
○現在完了形，現在完了進行形を用いた文の形・意味・用法を理解し，それらを活用して，これまでの経験や，過去から現在へとつながる状態や動作を伝える。
	○
	
	
	②１人１台端末等を使って現在完了形と現在完了進行形についての小テストを行う。


単元名「Grammar for Communication 1 現在完了形と現在完了進行形～過去から現在へのつながりを意識しよう～ 」　学習指導要領の内容［（１）エ］


	単元単元名「Learning SCIENCE in English」　学習指導要領の内容［（３）①イウエオカ］

の
目標
	人間と環境の関係を考えるために，食物連鎖や生態系について整理し，情報をやり取りしたり書いたりすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	２時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
･
2

	■単元の目標について理解する。
○食べ物の由来や食物連鎖に関する語句の意味や働きを理解し，それらを活用して生態系について伝え合ったり書いたりする。
○生態系に起こっている問題を理解するために，人間と環境の関係について書かれた文章の概要を読み取ったり，生物同士の関係性を整理し，情報を伝え合ったり書いたりする。
○単元終末の言語活動「科学的な情報を盛り込んで好きな動物についてレポートを作成しよう」
	
	○
	○
	②必要な情報をインターネットで検索させる。




	単元単元名「Let’s Listen 2 講演 」　学習指導要領の内容［（１）ア,（３）①イエオカ］

の
目標
	社会的な話題に関する講演を聞き，話し手の伝えたい内容を理解することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1

	■単元の目標について理解する。
○長い話を聞くときのメモの取り方を理解し，それらを活用して，講演を聞いて内容を聞き取る。
○話し手の伝えたい内容を理解してまとめることができるように，社会的な話題についての講演を聞いて要点を捉える。
○言語活動「初めて聞く講演の要点を伝え合おう」
	
	○
	○
	③自分に合ったメモの取り方について考えさせる。









	単元単元名「Unit 3 Animals on the Red List 」　学習指導要領の内容［（１）,（２）,（３）①イウエオカ,②］

の
目標
	世界の絶滅の恐れのある動物について知り，自分の意見や考えを加えて記事を書くことができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	８時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1

	■単元の目標について理解する。
■私たちにとって大切なことを考えるために，絶滅の恐れのある動物などについて書かれた文章の概要を捉えたり，自分の考えを話したり書いたりすることができる。
○<It is ... (for＋(人など))＋to>の文の形・意味・用法を理解し，自分たちにとって大切なことなどについて理解したり伝えたりする。
○私たちにとって大切なことを考えるために，絶滅の恐れのある動物などについて書かれた文章の概要を捉えたり，自分の考えを話したり書いたりする。
	
	
	
	

	2

	■誰かにしてほしいことを伝え合うために，絶滅の恐れのある動物などについて書かれた文章を理解したり，伝え合ったりすることができる。単元名「Unit 3 Animals on the Red List 」　学習指導要領の内容［（１）,（２）,（３）①イウエオカ,②］

○<want ＋(人など)＋to>の文の形・意味・用法を理解し，人にしてほしいことなどについての対話の内容を捉えたり，誰かにしてほしいことについて伝え合ったりする。
○誰かにしてほしいことを伝え合うために，絶滅の恐れのある動物などについて書かれた文章を理解したり，伝え合ったりする。
	
	
	
	

	3

	■人にしてもらいたいことを伝えるために，家での手伝いや得意なことなどについて伝え合うことができる。
○<It is ... (for＋(人など))＋to>の文や<want ＋(人など)＋to>を用いた文の形・意味・用法を理解し，それらを活用して，家での手伝いや得意なことなどについて簡単な語句や文を用いて伝え合ったり書いたりする。
	○
	
	
	

	4
･
5
	■環境問題について考えるために，絶滅の恐れのあるトキについて書かれた文章を読んで概要を捉えたり，自分の考えを書いたりすることができる。単元名「Unit 3 Animals on the Red List 」　学習指導要領の内容［（１）,（２）,（３）①イウエオカ,②］

○<let[help]＋(人など)＋動詞の原形>を用いた文の形・意味・用法を理解し，人に何かをさせたり，人を助けたりすることについて理解したり伝えたりする。
○環境問題について考えるために，絶滅の恐れのあるトキについて書かれた文章を読んで概要を捉えたり，自分の考えを伝えたり書いたりする。
	
	
	
	②必要な情報をインターネットで検索させる。

	6
･
7
	■環境と私たちの生活について考えるために，絶滅の恐れのあるゴリラについて書かれた文章を読んで，概要を捉えたり，自分たちの行動について意見交換をしたりすることができる。
○因果関係を表す語句などの意味や働き，因果関係について述べられた文章の構成を理解し，絶滅の恐れのある動物について書かれた文章の内容を読み取る。
○環境と私たちの生活について考えるために，絶滅の恐れのあるゴリラについて書かれた文章を読んで，概要を捉えたり，自分たちの生活について意見交換をしたりする。
	
	
	
	

	8
	■絶滅の恐れのある動物を守るために，現状と自分の意見や考えを整理して，簡単な語句や文を用いて記事を書くことができる。
○単元終末の言語活動「様々な動物を守るために，現状と自分の意見や考えを整理して，簡単な語句や文を用いて記事を書こう」
	○
	○
	○
	④野外活動等で学んだ事柄を活用させる。





	単元単元名「Let’s Write 2 記事への意見―投稿文― 」　学習指導要領の内容［（１）ウ,（３）①ウカ］

の
目標
	社会的な話題について理由や根拠を含めて自分の意見を書くことができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1

	■単元の目標について理解する。
○自分の意見とその理由や根拠を書くための基本的な構成や表現を理解する。
○社会的な話題に関する英文を読んで，理由や根拠を述べるための基本的な構成や表現を用いて，自分の意見を書く。
○言語活動「社会的な話題に関しての英文について意見を伝えられるように，賛成か反対か自分の立場を決めて，その理由や根拠を整理し，投稿文を書こう」
	
	○
	○
	②１人１台端末のコメント機能を活用させ，記事に対する自分の意見を投稿させる。




	単元
の
目標
	不定詞を用いた文の構造・意味・用法を復習し，理解を確かめる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1

	■単元の目標について理解する。
○不定詞を用いた文の構造・意味・用法を理解し，それらを活用して，人にしてほしいことや，人にとって大切なことなどを伝える。
	○
	
	
	②１人１台端末を使って不定詞を用いた文についての小テストを行う。


単元名「Grammar for Communication 2 不定詞～「だれがするか」をとらえよう～ 」　学習指導要領の内容［（１）エ］


	単元単元名「学び方コーナー②　文章の組み立て方」　学習指導要領の内容［（３）①エ］

の
目標
	パラグラフの構成の仕方を理解する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1

	■単元の目標について理解する。
○「主題文」「支持文」「結論文」をつなげて，パラグラフを構成する。
○言語活動「パラグラフ・ライティングの大原則を意識して文章を組み立てよう」
	
	○
	○
	②１人１台端末を活用し，Let’s Tryに類似する問題に取り組ませる。




	単元単元名「Stage Activity 1 My Activity Report」　学習指導要領の内容［（１）ウ，（２），（３）①イウエオカ］

の
目標
	これまでの経験を振り返って活動報告を発表することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	４時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
～
4

	■単元の目標について理解する。
○Unit 3までの学習事項を用いた文の構造・意味・用法を理解し，部活動や委員会などの活動について知ってもらうために，活動報告の構成を理解したうえで，自分の経験やほかの人へのメッセージを即興で話したり，内容についてのやり取りや原稿の推敲を通してまとまりのある文章を書いて発表したりする。
○単元終末の言語活動「これまでの経験を振り返って自分の活動について発表しよう。」
	○
	○
	○
	②１人１台端末でプレゼンテーションを作成させる。




	単元単元名「Let’s Read 1 A Mother’s Lullaby」　学習指導要領の内容［（１）ウ，（２），（３）①ウエオ］

の
目標
	物語を読んで，場面の変化や登場人物の心情などを理解し，気持ちを込めて音読することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	４時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
～
4
	■単元の目標について理解する。
○場面や心情を表す表現を理解し，物語の流れに沿って場面の変化や登場人物の心情を読み取る。
○気持ちを込めて音読することができるように，背景知識を使い，物語の流れに沿った場面の変化や登場人物の心情が書かれた文章の概要を捉える。
○単元終末の言語活動「平和の大切さを伝えるために本文から１ページを選んで音読しよう。」
	○
	○
	○
	②１人１台端末等を活用し，自分の音読を録音させる。




	単元単元名「Let’s Listen 3 ラジオの災害情報」　学習指導要領の内容［（１）ア,（３）①イエオカ］

の
目標
	災害情報を聞き，どう行動すればよいかを理解することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1

	■単元の目標について理解する。
○未知語に対応して内容を聞き取る方法を理解し，それらを活用して，災害情報を聞いて内容を聞き取る。
○どう行動すればよいかを理解して人に伝えられるように，災害情報を聞いて必要な情報を聞き取る。
○言語活動「初めて聞く災害情報を聞き，大事な情報を伝え合おう」
	
	
	
	①必要に応じて防災副読本を活用させる。








	単元単元名「Unit 4 Be Prepared and Work Together」　学習指導要領の内容［（１）,（２）,（３）①イウエオカ,②］

の
目標
	防災・安全への関心を高め，地域の一員として防災に取り組む意識を持ち，標識が何を意味するかを説明することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	８時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1

	■単元の目標について理解する。
■防災への意識を高めるために，外国人市民意識調査とその結果について書かれた文章の要点を捉えたり伝えたりすることができる。
○間接疑問文の文の形・意味・用法を理解し，どこにあるか，どのように行動するかなどについて知っているかどうかを，理解したり伝えたりする。
○防災への意識を高めるために，外国人市民意識調査とその結果について書かれた文章の要点を捉えたり，伝えたりする。
	
	
	
	①必要に応じて防災副読本を活用させる。

	2

	■防災への意識を高めるために，どこにあるか，どのように行動するかなどを教えてほしいと依頼することができる。単元名「Unit 4 Be Prepared and Work Together」　学習指導要領の内容［（１）,（２）,（３）①イウエオカ,②］

○SVOO（what節）の文の形・意味・用法を理解し，どこにあるか，どのように行動するかなどを教えてほしいと依頼する。
○防災への意識を高めるために，どこにあるか，どのように行動するか教えてほしいと依頼したり，聞かれたことに答えたりする。
	
	
	
	

	3

	■好きな有名人やあこがれの人物について知ってもらうために，その人の情報を整理して，簡単な語句や文を用いて，尋ねたり答えたりすることができる。
○間接疑問文とSVOO（what節）の文の形・意味・用法を理解し，それらを活用して，有名人やあこがれの人物について，情報を尋ねたり伝え合ったりする。
	○
	
	
	

	4
･
5
	■防災・安全への関心を高めるために，日本で地震にあった外国人の体験談について書かれた文章の要点を捉えたり，どのような人かを説明したりすることができる。
○現在分詞を用いた文の形・意味・用法を理解し，言葉に情報を加えて説明する。
○防災・安全への関心を高めるために，日本で地震にあった外国人の体験談について書かれた文章の要点を捉えたり，どのような人かを説明したりする。
	
	
	
	

	6
･
7
	■地域の一員として防災に取り組む意識を持つために，外国人支援の取組について書かれた文章の要点を捉えたり，説明したりすることができる。
○過去分詞を用いた文の形・意味・用法を理解し，言葉に情報を加えて説明する。
○地域の一員として防災に取り組む意識を持つために，外国人支援の取組について書かれた文章の要点を捉えたり，説明したりする。
	
	
	
	

	8
	■防災への意識を高めるために，標識が何を意味しているかについて，話したり書いたりすることができる。
○単元終末の言語活動「防災への意識を高めるために，標識が何を意味しているかについて，簡単な語句や文を用いて，話したり書いたりしよう」
	○
	○
	○
	②防災に関わる標識についてインターネットで検索させる。


単元名「Unit 4 Be Prepared and Work Together」　学習指導要領の内容［（１）,（２）,（３）①イウエオカ,②］






仙台版スタンダードカリキュラム単元（題材）の指導計画

